
　
同
志
社
大
学
学
長
の
任
期
満
了（
2
0
1
0
年

3
月
31
日
）に
伴
い
、1
月
30
日（
土
）開
催
の
学

校
法
人
同
志
社
理
事
会
に
お
い
て
、八
田
英
二 

経

済
学
部
教
授
が
第
31
代
同
志
社
大
学
学
長
に
選

任
さ
れ
た
。任
期
は
、2
0
1
0
年
4
月
1
日
か
ら

2
0
1
3
年
3
月
31
日
ま
で
の
3
年
間
。

【
学
長
の
略
歴
】

八は
っ
た田

　
英え
い

二じ

1
9
7
1
年
3
月	
同
志
社
大
学 

経
済
学
部
卒
業

1
9
7
3
年
3
月	

同 
大
学
院
経
済
学
研
究
科

                           

修
士
課
程
修
了

1
9
7
4
年
4
月
　
　 

同 

経
済
学
部
助
手

1
9
7
7
年
6
月	

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

                           

（
バ
ー
ク
レ
ー
校
）大
学
院

		


経
済
学P

h.D
.

コ
ー
ス
修
了

1
9
8
5
年
4
月	

同
志
社
大
学 

経
済
学
部
教
授

1
9
9
6
年
4
月	

同 

経
済
学
部
長

1
9
9
8
年
4
月	

同
志
社
大
学
学
長
、同
志
社
理
事

　
～
現
在

学
位		


P
h.D

.

研
究
分
野		

産
業
組
織
論
、計
量
経
済
学

　
２
０
１
０
年
４
月
、ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究

科
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
本
学
で
は
２
０
０
８
年
に
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
部
を
設
置
し
、総
合
応
用
科
学
で
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
健
康
科
学
の
体
系
的
な
教
育
研
究
を

行
っ
て
い
る
が
、さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
に

関
す
る
高
度
な
専
門
知
識
と
卓
越
し
た
理
論
を

修
得
し
た
専
門
家
を
養
成
す
る
た
め
、２
０
１
０

年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科
修
士

課
程
を
開
設
し
た
。修
士
課
程
で
は
、健
康
と
ス

ポ
ー
ツ
活
動
お
よ
び
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
に
関
す
る
諸
問
題
を
、多
角
的
か
つ
科
学

的
な
視
点
か
ら
捉
え
、新
し
い
知
見
の
獲
得
を

め
ざ
す
。

　
一
方
、グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科

は
、既
設
の
ア
メ
リ
カ
研
究
科
が
蓄
積
し
て
き
た

教
育
研
究
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、ア
メ
リ
カ
研
究
、

現
代
ア
ジ
ア
研
究
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
研
究
の
３

ク
ラ
ス
タ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。民
族
問
題
、

国
際
紛
争
、平
和
構
築
、経
済
格
差
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

な
ど
、国
家
や
地
域
の
枠
組
み
を
超
え
た
諸
問
題

を
抱
え
る
現
代
社
会
。単
な
る
地
域
研
究
に
と

ど
ま
ら
ず
、人
類
共
通
の
諸
問
題
や
国
境
を
越

え
て
探
求
す
べ
き
諸
課
題
を
、多
角
的
な
視
点

か
ら
解
明
し
て
い
く
。

　
１
月
16
日（
土
）、台
湾
台
北
市
の
圓
山
大
飯

店
で「
同
志
社
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム in T

aipei

」を

開
催
し
た
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、広
く
本
学
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
台
湾
に
お
け
る
本
学
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
図
り
留
学
生
確
保
に
つ
な

げ
る
と
同
時
に
、同
志
社
大
学
台
湾
オ
フ
ィ
ス
開

設
や
同
志
社
校
友
会
台
湾
支
部
60
周
年
記
念
も

兼
ね
て
実
施
さ
れ
た
。

　
台
湾
の
官
公
庁
関
係
者
、台
湾
の
高
校
関
係

者
、協
定
校
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
関
係
者
、日

本
語
学
校
・
日
本
語
補
習
校
関
係
者
、留
学
希

望
者
、校
友
な
ど
1
3
8
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
留
学
生

向
け
の
入
試
相
談
会
に
も
40
人
を
超
え
る
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
、本
学
の
新
し
い
留
学
生
向
け

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
期
待
の
大
き
さ
に
確
か
な
手

ご
た
え
を
感
じ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、八
田
学
長
の
挨
拶
の
他
、

宇
治
郷
社
会
学
部
教
授
に
よ
る
基
調
講
演「
同

志
社
大
学
と
台
湾
か
ら
の
留
学
生
」、山
内
日
本

語
・
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る「
新

し
い
留
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
紹
介
、黒
木

副
学
長
に
よ
る「
同
志
社
大
学
の
国
際
戦
略
」の

紹
介
を
行
っ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、卒

業
生
を
中
心
に「D

O
SH

ISH
A

 C
O

L
L
E

G
E

 

SO
N

G

」を
大
合
唱
す
る
な
ど
、楽
し
い
懇
談
の

ひ
と
と
き
を
持
っ
た
。

（
国
際
化
推
進
室
）

第
31
代
同
志
社
大
学
学
長

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科
＆

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

研
究
科
開
設

同
志
社
大
学

台
湾
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
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4
月
7
日（
水
）か
ら
春
学
期
の
講
義
を
開
始

し
ま
す
。土
曜
日
の
授
業
は
例
年
ど
お
り
実
施

し
ま
す
が
、事
務
室
は
一
部
を
除
い
て
土
曜
日
は

閉
室
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。閉
室
す
る
事
務

室
、開
室
す
る
事
務
室
に
つ
い
て
は
、大
学
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
教
職
員
に
つ
い
て
は
2
0
1
3
年
度
ま
で
の
申
込
を
受
け
付

　
け
て
い
ま
す
が
、今
回
は
2
0
0
9
年
度
寄
付
額（
2
0
0
9

　
年
4
月
～
2
0
1
0
年
3
月
）の
み
の
金
額
を
掲
載
し
て
い

　
ま
す
。

当
募
金
は
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、引
き

続
き
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

財
務
部
資
金
課 

T
E
L

：

0
7
5-

2
5
1-

3
1
5
0

U
R

L
:b

ok
in

.d
osh

ish
a.ed

.jp

　
経
済
的
理
由
で
修
学
を
続
け
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
学
生
を
援
助
す
る
た
め
、

2
0
0
4
年
4
月
か
ら「
同
志
社
大
学
特
定
寄

付
奨
学
金
募
金
」を
広
く
社
会
各
界
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
1
月
末
ま
で
に
、卒
業
生
、ご
父

母
、一
般
の
方
々
お
よ
び
教
職
員
か
ら
以
下
の
と

お
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
0
0
9
年
3
月
～
2
0
1
0
年
1
月
の
申
込
者

　
同
志
社
大
学
の「
今
」を
卒
業
生
、在
学
生
ご

父
母
、高
校
生
を
は
じ
め
広
く
一
般
の
方
々
に
ご

理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、昨
秋
の
10
月
3
日

（
土
）仙
台
、10
月
11
日（
日
）東
京
、10
月
18
日（
日
）

名
古
屋
、10
月
24
日

（
土
）岡
山
、11
月
8

日（
日
）京
都
、11
月

15
日（
日
）熊
本
の
全

国
６
会
場
で
、同
志

社
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、学
長
挨

拶
で
始
ま
り
、続
い
て
京
都
会
場
で
は
朝
原
宣
治

氏
と
西
村
彰
氏（
前
陸
上
競
技
部
監
督
）、そ
れ
以

外
の
会
場
で
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中

西
哲
生
氏
と
本
学
教
員
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。そ
の
他
、各
学
部
の
教
員
が
相
談
に

応
え
る
ブ
ー
ス
や
、在
学
生
ご
父
母
向
け
に
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る
近
年
の
就
職
動
向
に

関
す
る
講
演
会
、高
校
生
や
高
校
教
員
向
け
に
入

学
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
入
試
説
明
な
ど
も

実
施
。ま
た
、学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
学

生
生
活
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
る
ブ
ー
ス
も
設
け
た
。

　
会
場
ご
と
の
参
加
者
は
概

数
で
、仙
台
1
5
0
人
、東
京

2
0
0
人
、
名
古
屋
2
5
0

人
、
岡
山
1
5
0
人
、
京
都

9
0
0
人
、
熊
本
1
4
0
人

と
、多
く
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
。ま
た
、開
催
地
の
校
友
会
に
は
当
地

の
高
校
へ
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
く

な
ど
、多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
年
度
も
全
国
各
地
で
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
予
定
。ぜ
ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
た
い
。

（
校
友
・
父
母
課
）

土
曜
日
の
事
務
室
体
制
に
つ
い
て

特
定
寄
付
奨
学
金
募
金
協
力
者

ご
芳
名

同
志
社
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ
ス
タ

卒
業
生

ご
父
母

一
般

教
職
員

合
　
計

申
込
件
数

73
件

34
件

1
0
7
件

1
0,
4
0
8,
7
2
8
円

2,
2
8
0,
0
0
0
円

1
2,
6
8
8,
7
2
8
円

申
込
額

 

3,
0
0
0,
0
0
0
円

 

2,
0
0
0,
0
0
0
円

 

9
0
0,
0
0
0
円

 

4
0
0,
0
0
0
円

 

3
0
0,
0
0
0
円

 

 

2
2
5,
2
0
7
円

 

2
2
5,
0
0
0
円

 

2
0
0,
0
0
0
円

 

1
0
0,
0
0
0
円

 

9
0,
0
0
0
円
　 

 

6
0,
0
0
0
円

 

5
0,
0
0
0
円

 

4
8,
0
0
0
円

 

3
0,
0
0
0
円

 

2
5,
0
0
0
円

 

2
0,
0
0
0
円

 

1
0,
5
2
1
円

 

1
0,
0
0
0
円

 

5,
0
0
0
円

 

3
0
0,
0
0
0
円

 

1
5
0,
0
0
0
円

 

1
2
0,
0
0
0
円

 

1
0
0,
0
0
0
円

 

5
5,
0
0
0
円

 

5
0,
0
0
0
円

 

2
2,
0
0
0
円

 

1
0,
0
0
0
円

三
上  

保
孝

工
藤  

和
男

黒
木  

保

圓
月  

勝
博

西
川  

真
司

植
村  

巧

冨
田  

安
信	

今
川  

晃

北  

幸
史	

 

上
ヶ
原  

勲
　 

田
内  

文
枝
　 

山
田  

純
一
　 

小
牧  

礼
子

 

花
園  

堅
二	 

　
藤
原  

喜
久
雄
　 

佐
藤  

信
夫

 

本
田  

肇
　 

松
岡  

秀
晋
　 

河
嶌  

哲
也

 

奧
田  

み
よ
子
　 

藤
井  

邦
宏
　 

新  

茂
之
　

 

髙
田
　
紀
美
　 

越
川  

弘
英
　 

林  

克
樹
　 

 

戸
田  

裕
之
　 

岡
市  

徹
　
　
里
内  

仁
美

 

1,
1
0
5,
0
0
0
円（
匿
名
合
計
）　
匿
名
12
人

 

7
1
8,
0
0
0
円（
匿
名
合
計
）　
匿
名
16 

人

 

ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
） 

 

ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
） 

ご
芳
名（
敬
称
略
、順
不
同
）

【
卒
業
生
、ご
父
母
、一
般
】

【
教
職
員
】

中
井  

幸
子	

嵜
原  

正
治

同
志
社
生
活
協
同
組
合

崎
山  

和
男

株
式
会
社
バ
ン・ネ
ッ
ト・シ
ス
テ
ム	

同
志
社
校
友
会

市
川  

稔
晃

同
志
社
東
京
校
友
会

森
田  

秀
夫

沢
辺  

義
典

松
村  

彰

藤
原  

東

同
志
社
E
S
S
東
京
O
B
会

三
原  

誠
治

長
屋  

勝
元

同
志
社
45
東
京
ク
ラ
ブ

河
村  

忠
紀

米
田  

昇
平

塚
村  

康
志

川
向  

幹
男

越
野  

泰
一

天
田  

喜
久

山
本  

正
宣

石
井  

穎
一
郎

今
村  

浩
一

同
志
社
校
友
会
栃
木
県
支
部	

茨
木
同
志
社
ク
ラ
ブ

冨
岡  

努

斎
藤  

俊
信

福
本  

光
夫

玉
井  

利
宏	

兼
古  

志
郎	

大
井  

茂

松
本  

邦
博

　
澤  

美
智
子

渡
辺  

弘
道	

山
中  

光
太
郎

山
村  

倬
一		

南
迫  

卓
一		

才
田  

淑
仁

豊
田  

俊
一

加
茂  

明
男	

森  

恒
男

竹
田  

純
子

早
内  

高
士

柴
田  

博
昭	

倉
田  

誠
子

石
井  

正
明

野
口  

劭

奈
良  

光
浩

櫃
田  

真
由
美
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My Experiences as a study abroad student at Doshisha

私の同志社留学経験
　私はAKP留学生として同志社大学にやってきました。同志社の創始

者である新島襄先生が1870年に卒業した私の母校アーモスト大学は

AKP加盟校のひとつで、大学のAKP担当教授からこのプログラムを勧

められました。

　同志社大学の授業を直接受けたことはなく、今出川キャンパスで行われ

ているAKP同志社留学生センターの授業を受けています。クラスは一般日

本語と読解、それに加えて、英語で日本建築と日本の家族構造を受講して

います。同志社の外では、昨秋、日本舞踊を習って「桜」を踊りました。今期

は生け花のレッスンを受ける予定です。私はまた、関西にあるお寺や神社、

その他の文化遺産をできるだけたくさん訪れるようにしています。

　同志社大学の学生たちには、留学生に対してもっとオープンに接する

ことを提案します。ほとんどの日本の学生はとてもシャイなので留学生に

近づきたいと思っていてもなかなか近づいて来ないのだと思います。私

はたくさんの同志社の学生と積極的に話すようにしたことで良い友人が

できましたし、彼らを通して日本文化や大学生のライフスタイルについて

より深く知ることができました。もし日本の大学生が外国人留学生に対し

て恥ずかしがらずに接することができれば、きっととても有意義な経験

になるだろうと思います。

クリスタル・エドワーズ
2009.9 ～ 2010.5 AKP同志社留学生センターに在学

国際主義は同志社大学の教育理念のひとつ。現在、本学で学んでいる多くの留学生
たちが綴る、その志や同志社大学への思いから国際化・国際交流を考えるシリーズです。

留 学 生 紹 介  

   I came to Doshisha University through the 
Associated Kyoto Program (AKP) .  An AKP 
representative recommended the program to me 
through my home university, Amherst College, where 
the founder of Doshisha (Joe Neesima) graduated in 
1870.
    I have not taken classes at Doshisha. My classes are 
at AKP on Doshisha Imadegawa campus. I am taking 
Japanese language and reading comprehension classes. 
Also, I am taking one class on Japanese architecture 
and another class on the Japanese family structure. 
In the fall, I took an off campus traditional Japanese 
dance class that specialized in Sakura dance . This 
semester, I plan on taking flower arranging lessons. 

I try to visit as many temples and shrines and other 
cultural sites in the Kansai area as often as I can. 
   My advice to Doshisha students is to be more 
receptive to foreign students. I find that most Japanese 
students are very shy and do not approach foreign 
students as often as they may want to. I know that I 
have welcomed random conversation from a variety 
of Doshisha students and have, in this manner, made 
good friends. These students have also offered me 
insight into Japanese culture and into  college student’s
lifestyles. I believe that if students could overcome 
their shyness of foreigners, I think it would be very 
beneficial to them. 　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　            Crystal Edwards
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真山 仁さん

【1987年法学部政治学科卒業】
1962年生まれ、大阪府出身。87年中部読売新
聞社（後の読売新聞中部支社）入社。89年11月
に退社し、フリーライターに。04年『ハゲタカ』
でデビュー。著作に『バイアウト』（『ハゲタカ
２』）『虚

メディア

像の砦』、『マグマ』、『ベイジン』、『レッ
ドゾーン』、『プライド』がある。

今 回 の 同 志 社 人

日
々
の
仕
事
の
中
で
は
忘
れ
が
ち
で
す
。膨
大
な

ニ
ュ
ー
ス
の
処
理
に
追
わ
れ
る
う
え
に
、自
身
の

記
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
も
未
熟
で
す
。じ
っ
く
り

と
考
え
る
余
裕
も
な
く
、た
だ
、「
何
か
違
う
」と

い
う
焦
り
だ
け
が
募
っ
て
い
ま
し
た
。で
は
、西

さ
ん
が
お
た
ず
ね
に
な
っ
た
力
を
ど
こ
で
身
に

付
け
た
の
か
と
い
う
と
、性
格
的
な
部
分
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。子
ど
も
の
頃
か
ら
天あ

ま

の
邪じ
ゃ
く鬼
で
、

み
ん
な
が
右
と
い
う
と
き
、な
ん
で
右
な
ん
だ
ろ

う
と
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
大

勢
の
人
と
異
な
る
意
見
や
物
の
見
方
が
、時
に
は

ベ
タ
ー
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、

他
人
と
異
な
る
考
え
方
を
持
つ
の
は
大
切
な
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
い
始
め
た
の
で
す
。や
が

て
、こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
習
慣
づ
け
て
磨
く
う

ち
に
、小
説
家
に
な
れ
る
の
か
な
と
ぼ
ん
や
り
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。新
聞
記
者
を
め
ざ
し
た

の
も
、社
会
を
見
る”
目“
が
養
え
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。し
か
し
現
実
は
想
像
以
上
に
厳
し
か
っ

た
で
す
ね
。会
社
と
い
う
も
の
は
あ
る
見
方
を
押

し
つ
け
よ
う
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
に

馴
染
ん
で
し
ま
う
の
が
怖
く
て
、そ
ろ
そ
ろ
潮
時

だ
と
思
い
、２
年
半
で
辞
め
た
の
で
す
。

西
●
真
山
さ
ん
が
最
も
影
響
を
受
け
た
作
家
は

誰
で
す
か
。

真
山
●
１
人
は
、陰
謀
小
説
で
知
ら
れ
る
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
で
す
。『
第
四
の
核
』と
い

う
作
品
を
通
じ
て
、当
時
の
労
働
党
が
政
権
を

取
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
、

本
当
に
労
働
党
が
政
権
を
取
っ
て
い
い
の
か
と

問
題
提
起
し
ま
し
た
。し
か
も
ス
リ
ラ
ー
小
説
と

し
て
抜
群
に
面
白
か
っ
た
。こ
の
小
説
は
社
会
的

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、結
局
、保
守
党
が
選
挙

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

西 

祐
一
朗
さ
ん

【
商
学
部
商
学
科
2
年
次
生
】

西
●
真
山
さ
ん
が
小
説
家
を
志
望
さ
れ
た
の
は

い
つ
頃
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

真
山
●
中
学
生
く
ら
い
か
ら
外
国
の
ミ
ス
テ

リ
ー
を
読
み
始
め
て
、読
ん
で
い
る
と
だ
ん
だ
ん

自
分
で
も
書
き
た
く
な
る
。も
し
か
し
た
ら
そ
れ

が
自
分
の
一
番
や
り
た
い
こ
と
な
の
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
始
め
た
の
が
高
校
時
代
で
し
た
。好
き
な

作
家
の
経
歴
を
調
べ
る
と
、多
く
の
作
家
が
記
者

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。そ
れ
で
、ま
ず
新
聞

記
者
と
し
て
修
業
し
、そ
れ
か
ら
小
説
家
を
め
ざ

そ
う
と
思
い
、大
学
も
新
聞
社
に
就
職
し
て
い
る

Ｏ
Ｂ
が
多
か
っ
た
同
志
社
を
選
ん
だ
の
で
す
。

西
●
で
は
新
聞
記
者
か
ら
作
家
に
、と
い
う
の
は

予
定
通
り
だ
っ
た
の
で
す
か
。

真
山
●
記
者
を
10
年
や
っ
て
小
説
家
に
な
る
の

が
プ
ラ
ン
だ
っ
た
の
で
す
が
、２
年
半
で
新
聞
社

を
辞
め
て
フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー
に
な
り
、結
局
、

小
説
家
に
な
る
の
に
13
年
か
か
り
ま
し
た
。

西
●
真
山
さ
ん
は
着
眼
点
や
独
創
性
が
と
て
も

す
ば
ら
し
い
と
思
う
の
で
す
が
、そ
う
い
う
力
は

新
聞
記
者
の
と
き
に
培
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

真
山
●
だ
と
い
い
ん
で
す
け
ど
ね（
笑
）。新
聞
記

者
は
独
創
性
が
あ
っ
て
常
に
違
う
と
こ
ろ
に
目

を
向
け
て
い
る
か
と
い
う
と
、求
め
ら
れ
る
資
質

と
し
て
は
す
ご
く
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
が
、

小
説
家真

山
仁
さ
ん
に
聞
く

真
山
仁
さ
ん
に
聞
く

同志社人
訪問
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に
勝
っ
た
。１
人
の
着
眼
点
と
疑
問
が
小
説
に
な

り
、そ
れ
を
多
く
の
人
が
手
に
す
る
こ
と
で
社
会

が
変
わ
っ
て
い
く
。小
説
に
は
社
会
状
況
を
が
ら

り
と
変
え
る
力
が
あ
る
と
い
う
の
を
、こ
の
作
品

か
ら
教
え
ら
れ
た
の
で
す
。

西
●
自
分
も
将
来
は
小
説
を
書
い
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、実
際
に
書
こ
う
と
し
た

ら
何
か
ら
書
い
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。具
体

的
に
小
説
を
書
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
、大
事
な
こ

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

真
山
●
端
的
に
言
う
と
、ま
ず
は
書
き
終
わ
る
こ

と
で
す
。小
説
家
志
望
の
人
は
、書
い
て
い
る
の

だ
け
れ
ど
書
き
終
わ
ら
な
い
の
が
悩
み
だ
と
よ

く
言
い
ま
す
。書
き
始
め
た
も
の
の
、結
局
ど
こ

か
で
書
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。小
説
家
に
な
る

た
め
の
第
一
歩
は
、書
き
始
め
た
も
の
を
最
後
ま

で
書
き
終
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
、私
は
思
い

ま
す
。そ
れ
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
に
書
き
続

け
る
こ
と
で
す
ね
。

西
●
真
山
さ
ん
は
企
業
買
収
や
環
境
問
題
、メ

デ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
す

が
、な
ぜ
そ
う
い
う
ふ
う
に
幅
広
い
分
野
の
作
品

を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。

真
山
●
私
の
小
説
は
全
部
ゼ
ロ
か
ら
取
材
し
て

書
い
て
い
ま
す
。デ
ビ
ュ
ー
作
の『
ハ
ゲ
タ
カ
』で

も
、取
材
先
が
ど
こ
も
な
い
状
態
か
ら
、少
し
ず

つ
人
脈
を
広
げ
て
取
材
先
を
見
つ
け
、書
い
て
き

ま
し
た
。小
説
を
書
く
ま
で
の
流
れ
を
、私
は
空

の
コ
ッ
プ
に
た
と
え
て
説
明
す
る
こ
と
が
多
い

ん
で
す
。空
の
コ
ッ
プ
が
ひ
と
つ
あ
っ
て
、そ
こ
に

水
を
ど
ん
ど
ん
注
ぐ
と
、い
つ
か
水
は
溢
れ
て
し

ま
い
ま
す
。小
説
を
書
く
た
め
の
取
材
は
、そ
れ

と
同
じ
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。取
材
を
し
た

り
、資
料
を
読
み
な
が
ら
情
報
や
思
い
と
い
う

”
水“
を
溜
め
て
い
く
と
、あ
る
瞬
間
に
あ
ふ
れ

る
。そ
の
と
き
が
、私
に
と
っ
て
の
小
説
を
書
く

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
せ
一
か

ら
勉
強
す
る
の
で
す
か
ら
、新
し
い
も
の
に
ど
ん

ど
ん
挑
戦
し
た
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。記
者
か
ら

始
め
て
、そ
の
後
フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、自
分
の
得
手
不
得
手
に

関
係
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
取
材
す
る

の
に
抵
抗
が
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

西
●
と
は
い
っ
て
も
ベ
ー
ス
が
な
い
中
で
の
ス

タ
ー
ト
は
、普
通
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

真
山
●
そ
れ
は
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
10
年
余
り

続
け
て
き
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。関
西
の
ラ

イ
タ
ー
の
場
合
、と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
注
文
が

く
る
。で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
生
活
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、苦
手
な
分
野
だ
か
ら
と

い
っ
て
拒
否
し
な
い
。知
ら
な
い
、見
た
こ
と
が
な

い
、わ
か
ら
な
い
と
は
絶
対
に
言
わ
な
い
。資
料

を
読
む
と
か
、知
ら
な
け
れ
ば
知
っ
て
い
る
人
を

探
し
て
聞
け
ば
済
む
話
で
す
。そ
の
経
験
が
今
に

な
っ
て
と
て
も
生
き
て
い
ま
す
。現
在
で
も
、取

材
し
て
い
る
と
き
、「
う
ち
み
た
い
な
業
界
が
小

説
に
な
る
の
で
す
か
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。『
マ

グ
マ
』で
書
い
た
地
熱
発
電
な
ん
て
、「
こ
ん
な
社

会
が
見
向
き
も
し
な
い
よ
う
な
も
の
は
や
め
た

方
が
い
い
」と
何
度
も
言
わ
れ
ま
し
た
。で
も
、だ

か
ら
や
り
が
い
も
あ
る
し
、小
説
の
舞
台
に
も
な

り
得
る
の
で
す
。関
係
者
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に

日
常
的
で
魅
力
に
映
ら
な
い
も
の
で
も
、第
三
者

に
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
宝
に
見
え
る
も
の
が

あ
る
。私
は
そ
う
い
う
も
の
を
掘
り
起
こ
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
●
小
説
家
と
し
て
世
に
出
る
た
め
に
、ど
ん
な

努
力
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

真
山
●
と
に
か
く
書
き
続
け
て
き
ま
し
た
。高

校
２
年
の
と
き
か
ら
書
い
て
い
る
の
で
、も
う
30

年
書
き
続
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。書
か
な

か
っ
た
の
は
新
聞
社
時
代
く
ら
い
で
す
ね
。そ
れ

以
外
は
ず
っ
と
、小
説
を
書
い
て
投
稿
し
て
い
ま

し
た
。高
校
時
代
は
推
理
小
説
で
、大
学
時
代
は

社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
。そ
し
て
書
く
た
め
に
は
、

何
よ
り
読
む
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。だ
か
ら
ミ

ス
テ
リ
ー
だ
け
で
２
０
０
０
冊
く
ら
い
読
ん
で
い

ま
す
。読
書
量
が
増
え
れ
ば
増
え
る
だ
け
、自
分

の
中
に
引
き
出
し
が
増
え
て
い
く
の
で
す
。こ
う

い
う
場
面
で
は
こ
う
い
う
シ
ー
ン
を
作
る
と
か
、

い
か
に
も
偶
然
の
よ
う
な
こ
と
が
こ
う
い
う
ふ

う
に
す
る
と
偶
然
に
見
え
な
い
と
か
、た
く
さ
ん

読
ん
で
い
る
と
積
み
上
が
っ
て
い
く
。小
説
家
に

な
り
た
い
な
ら
、ま
ず
小
説
を
読
む
。私
は
小
説

を
執
筆
し
て
い
る
と
き
で
も
合
間
に
読
ん
で
い

ま
す
。だ
か
ら
好
き
な
書
き
手
が
い
る
と
い
う
の

は
、す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。そ

こ
に
近
づ
き
た
い
と
努
力
し
ま
す
か
ら
。

西
●
小
説
の
た
め
の
取
材
と
い
う
の
は
ど
う

や
っ
て
や
る
も
の
な
の
で
す
か
。

真
山
●
最
初
の
と
っ
か
か
り
は
、人
を
通
し
て
の

紹
介
で
す
ね
。キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
見
つ
け
る
こ
と

が
第
一
歩
。取
材
し
て
小
説
を
書
く
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
あ
る
私
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

聞
い
た
話
を
そ
の
ま
ま
小
説
に
は
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。そ
の
人
し
か
知
ら
な
い
話
は
書

け
な
い
。本
に
な
っ
た
瞬
間
に
誰
が
話
し
た
か
わ

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。知
っ
て
い
る
け
れ
ど

そ
の
人
の
立
場
で
は
公
に
は
話
せ
な
い
、で
も
社

会
に
は
、問
題
の
本
質
を
伝
え
た
い
。そ
れ
を
す

く
い
取
っ
て
、小
説
と
い
う
形
に
加
工
し
て
伝
え

る
の
が
、私
の
ひ
と
つ
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま

真山仁さんに聞く小説家
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ご希望の方は、ハガキかEmailで、

住所、氏名、学部（卒業生は出身学部と

卒業年）、One Purposeの感想をご記入のうえ、

5月31日（消印有効）までに広報課へご応募ください。

真山さんの色紙希望と明記のこと。

抽選で4名の方にプレゼントします。

当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※広報課の連絡先は裏表紙に記載。

※収集した個人情報は、当選者への送付ならびにアンケート内容の分析にのみ使用します。

サイン色紙
プレゼント

す
。ま
れ
に
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
執
筆
を
依
頼

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、基
本
的
に
は
お
断

り
し
て
い
ま
す
。も
し
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
書

く
場
合
は
、「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
か
ら
聞
い

た
こ
と
は
全
部
書
き
ま
す
」と
了
解
を
得
て
か
ら

取
材
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

西
●
対
象
を
こ
こ
だ
と
決
め
て
取
材
さ
れ
る
の

で
す
か
。

真
山
●
た
と
え
ば
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

取
り
上
げ
た
い
と
思
っ
た
と
き
、い
ろ
い
ろ
な
知

り
合
い
に「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
」と
聞
く
。た
く
さ
ん
の

人
に
話
を
聞
い
て
、先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
な”
空

の
コ
ッ
プ“
の
中
に
ど
れ
だ
け
情
報
が
入
る
か
に

よ
っ
て
判
断
し
ま
す
。逆
に
言
う
と
、そ
う
い
う

人
が
見
つ
か
ら
な
い
と
書
け
な
い
。

西
●
真
山
さ
ん
は
著
作
の
中
で
非
正
規
雇
用
に

つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、今
、学
生
は
新

卒
で
就
職
で
き
な
け
れ
ば
非
正
規
雇
用
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。就
職
活
動
が
早

期
化
し
て
学
生
も
焦
っ
て
い
る
の
で
す
が
、そ
う

い
う
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

真
山
●
就
職
を「
目
的
」に
し
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。私
は
小
説
家
に
な
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
か
ら
、そ
の
手
段
と
し
て
新
聞
記
者
に

な
っ
て
修
行
し
よ
う
と
思
っ
た
。小
説
家
に
な
ろ

う
と
思
っ
た
の
は
、社
会
の
疑
問
を
伝
え
た
い
か

ら
。つ
ま
り
、い
つ
も
職
業
は
目
的
で
は
な
く
、そ

こ
に
い
く
た
め
の
ス
テ
ー
ジ
な
の
で
す
。ど
う
し

て
自
分
は
そ
こ
に
就
職
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
ま
ず
考
え
る
。何
に
な
り
た
い
か
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。も
う
ひ
と
つ
は
、会
社
に
選
ん
で
も
ら

う
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
が
選
ぶ
く
ら
い
の
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
。就
職
は
あ
く
ま
で
ス
テ
ッ
プ

の
ひ
と
つ
だ
と
思
え
る
く
ら
い
の
余
裕
を
持
っ

て
ほ
し
い
。

西
●
卒
業
生
と
し
て
今
の
学
生
に
伝
え
た
い
こ

と
は
。

真
山
●
同
志
社
大
学
は
、常
識
を
疑
う
、価
値
観

を
疑
う
、と
い
う
良
い
意
味
で
の
こ
だ
わ
り
を
許

容
し
て
く
れ
る
大
学
で
す
。そ
の
意
味
で
本
当
に

自
由
で
し
た
。で
も
、だ
か
ら
こ
そ
意
志
を
持
っ

て
動
か
な
け
れ
ば
、無
為
な
四
年
間
を
過
ご
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。自
分
が
ち
ゃ
ん
と
こ
こ
に
立
っ

て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
た
な
い
と
流
さ
れ
て

い
き
ま
す
。こ
の
大
学
に
い
る
こ
と
を
意
識
づ
け

る
こ
と
が
、社
会
へ
出
る
第
一
歩
と
し
て
と
て
も

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

西
●
真
山
さ
ん
の
小
説
の
フ
ァ
ン
と
し
て
、と
て

も
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ

と
２
年
間
、僕
も
同
志
社
大
学
の
学
生
と
し
て
の

意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

会計士と小説家の両立を夢に
　小説を書きたいという思いはずっと持っている

のですが、まず会計士になって人と違う視点でい

ろんな物事を見ていきたい。会計士で小説を書く

人はあまりいないと思いますし、会計士だからこそ

わかることもあるかもしれないので、両立していけ

ればと思います。そのためにも、人との交流やいろ

いろな体験を積み重ねていくことが大事。真山さ

んも言われていたように、同志社大学で何ができ

るかというのを考えないと、漫然と４年間が過ぎて

いく。きちんと目的意識を持ってこれからの２年間

を過ごしていきたいと思っています。

I N T E R V I E W E R

西 祐一朗さん
商学部2年次生

熊本県出身。公認会計士の資格取得をめざし、専門学校にも通い
ながら勉強中。哲学、文学、ビジネスなどさまざまな分野の本を読
み、将来は会計士になって活躍することと同時に、自分でも経済小
説を書いてみたいという。
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生の皆さんには将来のキャリアプランと学生生活を考える機会になれば幸いです。

夢
を
叶
え
る
た
め
に
、将
来
像
を
定
め
て

今
何
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
る
。

島田 久仁彦さん
【1998年法学部政治学科卒業】

環境省地球環境局  国際調整官

同志社大学とアーモスト大学で政治学を学び、ジョンズホ
プキンス大学国際高等戦略研究院で国際経済学、紛争解
決、環境政策を研究し、国際学修士号を取得。英語の他、フ
ランス語にも堪能。国連で気候変動枠組条約事務局や国
際経済社会問題担当局などに勤務した他、世界銀行、国際
通貨基金を経て、2005年から現職。国際会議において最年
少で主席交渉官を務めた経験を持つなど、世界を舞台に活
躍中。現職は今年11月までの予定。環境、安全保障問題の
専門家として多くの国際機関で経験を積んできたが、今後
については「場所はどこでもいい。自分を必要としてくれると
　  ころであればどこへでも行きます」と常に意欲的だ。

　
私
は
現
在
、環
境
省
地
球
環
境
局
で
、気
候
変

動
問
題
に
関
す
る
国
際
交
渉
の
運
営
を
手
が
け

て
い
ま
す
。C
O
P
15
な
ど
の
国
際
会
議
に
お
い

て
日
本
代
表
と
し
て
交
渉
に
あ
た
っ
た
り
、国
際

会
議
の
議
長
と
し
て
全
体
の
進
捗
状
況
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
立
場
を
務
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。今
は
環
境
省
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、公

務
員
試
験
に
合
格
し
て
国
家
公
務
員
に
な
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。法
学
部
を
卒
業
し
て
、

同
志
社
新
島
ス
カ
ラ
ー
で
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
へ
留

学
。そ
の
後
、ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
大
学
院

で
２
年
間
学
び
、目
標
だ
っ
た
国
際
連
合
を
は
じ

め
、国
際
舞
台
の
第
一
線
で
仕
事
を
始
め
た
の
が
、

私
の
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
将
来
は
国
連
で
仕
事
を
し
た
い
。そ
う
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
同
志
社
香
里
高
校
２
年
の
と
き

で
す
。ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、同
志
社
大
学
法
学
部
か

ら
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
進
み
、ア
メ
リ
カ
の
大
学

院
を
経
て
国
連
に
入
っ
た
先
輩
の
こ
と
を
知
り
、

そ
の
時
点
で
以
後
の
進
む
べ
き
プ
ラ
ン
を
立
て
ま

し
た
。国
連
で
働
く
に
は
語
学
を
習
得
し
て
お
か

な
く
て
は
い
け
な
い
。ア
ー
モ
ス
ト
大
学
へ
留
学

す
る
に
は
大
学
で
常
に
良
い
成
績
を
修
め
て
お
か

な
く
て
は
い
け
な
い
。大
学
時
代
は
国
際
機
関
で

働
く
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、キ
ャ
リ
ア
設
計
を
し

な
が
ら
授
業
を
履
修
し
て
い
き

ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、京
都
国
際

会
館
で
行
わ
れ
て
い
た
国
際

会
議
の
運
営
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
し
て
、英
語
の
同
時
通

訳
の
勉
強
も
し
て
い
ま
し
た
ね
。

　
た
だ
、４
年
次
生
の
頃
、ア
ー
モ
ス

ト
大
学
留
学
に
少
し
迷
い
も
生
じ
ま
し
た
。

大
学
院
へ
の
留
学
で
は
な
か
っ
た
の
で
、同
志
社
大

学
を
卒
業
し
て
さ
ら
に
学
部
に
２
年
間
通
う
こ
と

に
意
味
が
あ
る
の
か
、と
考
え
た
の
で
す
。し
か
し
、

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、そ
の
２
年
間
は
回
り
道
で

は
な
く
近
道
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。ア
ー
モ
ス
ト
大

学
で
膨
大
な
量
の
課
題
を
こ
な
し
、英
語
を
読
む
、

書
く
、話
す
と
い
う
力
を
徹
底
的
に
鍛
え
ら
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
得
た
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、さ
ま

ざ
ま
な
国
籍
の
人
と
共
に
議
論
す
る
、交
渉
す
る

こ
と
に
な
っ
て
も
、何
の
問
題
も
な
く
渡
り
合
え

る
。そ
し
て
、留
学
も
含
め
た
そ
も
そ
も
の
出
発
点

は
同
志
社
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
、国
際
的
に

高
く
評
価
し
て
も
ら
っ
て
い
る
講
演
や
交
渉
の
仕

事
の
基
礎
に
な
る
素
地
は
、同
志
社
大
学
で
受
け

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
授
業
で

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。

　
今
の
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ら
、10
年

後
、20
年
後
、ど
ん
な
場
所
で
ど
ん
な
オ
フ
ィ
ス

で
ど
ん
な
肩
書
き
で
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
ど

れ
だ
け
の
年
収
を
得
て
い
る
か
、で
き
る
だ
け
具

体
的
に
将
来
の
姿
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。そ
の
た

め
に
今
の
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。そ
し
て
、将
来
自
分
が
得
た
い

年
収
の
５
％
を
自
己
成
長
の
た
め
に
投
資
し
て

ほ
し
い
の
で
す
。将
来
に
向
け
て
の
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
、パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
る
の
に

何
が
足
り
な
い
か
が
見
え
て
き
ま
す
。今
埋
め
ら

れ
る
ピ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、も
う
少
し
経
験
を
積
ん

で
か
ら
で
な
い
と
埋
め
ら
れ
な
い
ピ
ー
ス
も
あ
る

で
し
ょ
う
。そ
う
し
て
空
白
を
埋
め
な
が
ら
パ
ズ

ル
を
完
成
さ
せ
て
い
く
。そ
の
努
力
を
怠
ら
な
け

れ
ば
、夢
は
き
っ
と
叶
う
は
ず
で
す
。
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M Y  J O B , M Y  L I F E と

第45回

先
入
観
を
持
た
ず
に
相
手
の
立
場
に
た
っ
て

向
き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
る

米澤 飛鳥さん
【2000年文学部文化学科文化史学専攻卒業】
株式会社毎日放送 報道局ニュースセンター 記者

　高校時代に放送局に入りたいと思い始めたが、「歴史が好
きだから」と文化史学専攻を選択。西洋史を専攻し、主に中世
の北欧における伝承について研究した。就職活動時はマスコ
ミスクールに通うことはなく、特別な対策はしなかったという。

「ただ、図書館でたくさん本や新聞は読みましたし、大学の勉強
にもしっかり取り組んだ方だと思います」。
　昨年11月、大阪市立大学のあるJR杉本町駅の駅舎が古く、
改札口が大学と反対側にひとつしかないのをニュースで取り
上げたことがきっかけとなり、新しい改札口設置の方向へ進み
始めた。「ほんの小さなことでも、自分の報道をきっかけに喜ぶ
　  人が出てくればうれしい」と語る。

　
放
送
局
の
報
道
記
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

の
は
、高
校
２
年
の
と
き
に
起
こ
っ
た
阪
神
大

震
災
が
き
っ
か
け
で
し
た
。当
時
私
は
京
都
に

住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、テ
レ
ビ
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
映
像
や
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
入
っ
て
く
る
。

ニ
ュ
ー
ス
は
こ
う
や
っ
て
伝
わ
っ
て
い
く
ん
だ

と
い
う
の
を
、初
め
て
実
感
し
た
の
が
そ
の
と
き

だ
っ
た
の
で
す
。そ
れ
は
私
に
と
っ
て
本
当
に
衝

撃
的
な
出
来
事
で
し
た
。

　
入
社
３
年
目
か
ら
報
道
局
に
配
属
さ
れ
、記
者

と
し
て
の
初
仕
事
は
、神
戸
の
長
田
区
で「
ぼ
っ
か

け
カ
レ
ー
」の
話
題
を
取
材
す
る
こ
と
で
し
た
。自

分
で
取
材
に
行
っ
て
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、原
稿

を
書
い
て
、編
集
し
て
、２
、３
分
ほ
ど
の
ニ
ュ
ー

ス
に
ま
と
め
る
。念
願
の
記
者
職
で
し
た
が
、話
を

引
き
出
す
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。夕

方
の
ニ
ュ
ー
ス
に
間
に
合
わ
せ
る
の
に
、ぎ
り
ぎ

り
ま
で
取
材
を
し
て
、大
急
ぎ
で
編
集
し
た
と
い

う
苦
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　
記
者
と
い
う
仕
事
は
毎
日
が
新
し
い
出
来
事

と
の
出
会
い
で
す
か
ら
、失
敗
し
た
こ
と
の
方
が

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。喜
び
は
、小
さ
な
こ
と
で

も
自
分
が
取
り
上
げ
た
こ
と
で
社
会
が
改
善
の

方
向
へ
向
か
っ
た
り
、取
材
し
た
人
に「
放
送
し
て

も
ら
っ
て
良
か
っ
た
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
で
す
が
、も
ち
ろ
ん
う
ま
く
い
く
ケ
ー
ス
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。テ
レ
ビ
は
映
像
が
あ
り
ま

す
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
印
象
が
伝
わ
る
。企
画
を

考
え
ぬ
い
て
取
材
対
象
者
を
よ
う
や
く
見
つ
け

て
も
、「
テ
レ
ビ
は
嫌
だ
」と
断
ら
れ
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、こ
ち
ら
の
放
送
意
図

と
お
会
い
し
た
方
の
考
え
が
す
れ
違
う
と
、抗
議

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。自
分
が
取
材
し

た
こ
と
の
意
味
は
何
だ
っ
た
の
か
と
悩
む
こ
と
も

多
い
の
で
す
。人
と
向
き
合
う
仕
事
で
す
か
ら
、

ま
ず
は
先
入
観
を
持
た
ず
に
そ
の
人
の
立
場
で

話
を
聞
く
こ
と
。人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
大

事
で
す
が
、こ
ち
ら
が
良
い
番
組
を
作
る
気
構
え

が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
試
さ
れ
て
い
る
。日
々
そ

の
繰
り
返
し
で
す
。そ
れ
が
大
変
で
あ
り
、ま
た

魅
力
で
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
３
年
目
の
秋
に
京
都
支
局
に

入
り
、そ
の
後
大
阪
府
警
、経
済

部
を
経
て
、今
は
大
阪
市
役

所
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

記
者
生
活
も
８
年
目
に

な
り
、今
後
は
自
分
自
身

の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
企
画
取

材
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
を

手
が
け
ら
れ
る
記
者
を
め
ざ
さ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。今
は
生
活
保
護
の
問
題
、そ
れ
に

関
連
し
て
貧
困
問
題
を
テ
ー
マ
に
取
材
を
し
て

い
る
の
で
す
が
、そ
の
問
題
は
今
後
も
継
続
し
て

追
い
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
報
道
記
者
を
志
望
す
る
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
と
す
れ
ば
、人
と
会
う
こ
と
が
仕
事
の
ほ
と

ん
ど
の
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
非
常
に
重
要
で
す
。学
生
時

代
に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
方
と
会
っ
て
話

を
聞
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。時
間
を
自

分
の
た
め
だ
け
に
使
え
る
の
は
大
学
生
の
と
き

く
ら
い
で
す
か
ら
、時
間
を
も
っ
と
有
効
に
活
用

す
れ
ば
良
か
っ
た
と
、私
自
身
の
自
戒
も
込
め
て

思
い
ま
す
ね
。
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学生保健部会　献血・アルコールパッチテスト

函館キャンプ参加者募集

安中キャンプ参加者募集

同志社ローム記念館プロジェクトメンバー募集

障がい学生支援制度サポートスタッフ大募集！

「子ども」「大人」「学生」「高齢者」が出入りする町家「でまち家」で一緒に活

動しませんか。世代混合のサークル活動や、議論の場が展開されています。

異世代との交流を通して、より豊かな学生生活を送るお手伝いをします。

●町家でサークル活動をしよう

●いろんな人と井戸端会議をしよう

●季節行事で京都の四季を感じよう　など

【でまち家】

京都市上京区寺町通今出川下ル西側（今出川校地から東へ徒歩７分）

【学生スタッフ募集】

町家プログラムについて、企画・広報・運営に携わる学生スタッフを募集し

ています。

【問い合わせ先】同志社大学「でまち家」　TEL：075- 211- 5176

http://www.doshisha.ac.jp/students/support2/machiya_project/

幅広い知識と教養を得られる機会として、各界でご活躍の方々をお招きし、アッ

センブリーアワーを設けています。講演会、コンサート、演劇、映画、作品展など多

彩なプログラムです。皆さんの知識と熱意によってプロデュースする「アッセン

ブリーアワー学生企画」を募集します。

【対象】本学学部生　【募集する企画の実施時期】5月～12月

【申し込み先】4月19日(月) ～5月14日(金)に、所定の企画書に必要事項を記入の

上、両校地いずれかの学生支援課へ提出してください。

【問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270

※4月19日（月）に今出川校地で、20日（火）に京田辺校地で説明会を開催します。

同志社ローム記念館プロジェクトは、産官学地域連携による課外の人材育

成プログラムです。期間は１年間、多様なメンバーで構成されたプロジェク

トチームで協力し合い、目標達成に向けて活動を行います。現在、2010年度

のプロジェクトに参加する学生を募集しています。4月26日（月）～5月21日

（金）には、プロジェクトメンバーを対象に、適性検査やワークショップなど、プ

ロジェクトに目覚めるための「ウェイクアップ・プログラム」を展開、やる気の

ある方をサポートします。プロジェクトの情報、メンバー申込票のダウンロー

ドなどは、ローム記念館HP（http://rohm.drm.doshisha.ac.jp/）からどうぞ。

【問い合わせ先】

京田辺校地総務課（同志社ローム記念館事務室） TEL：0774- 65- 7800

京町家を拠点にした異世代協同プロジェクト

アッセンブリーアワー学生企画募集

●4月8日（木）14：00 ～、9日（金）9：00 ～

　関西六大学準硬式野球春季リーグ戦

　場所：豊中ローズ球場　対戦校：神戸大学　入場無料

●4月15日（木）9：00 ～、16日（金）14：00 ～

　関西六大学準硬式野球春季リーグ戦

　場所：皇子山球場　対戦校：関西学院大学　入場無料

●4月22日（木）11：30 ～、23日（金）9：00 ～

　関西六大学準硬式野球春季リーグ戦

　場所：豊中ローズ球場　対戦校：立命館大学　入場無料

【硬式野球部】

●4月3日（土）　関西学生野球六大学春季リーグ戦

　場所・対戦校：未定　入場料：1200円

【ラグビー部】

●5月5日（水）　ラグビー祭

　場所：宝が池球技場　対戦校：慶應義塾大学、京都大学

●5月30日（日）　京都ラグビー祭

　場所：西京極陸上競技場兼球技場　対戦校：立命館大学

【献血】今出川校地　4月21日（水）10：00 ～16：00（明徳館ラウンジ前）

  　　京田辺校地　4月22日（木）10：00 ～16：00（ラーネッド記念図書館裏）

【アルコールパッチテスト】※定員に達し次第終了。

今出川校地　4月3日（土）、5日（月）9：00 ～16：00（尋真館１階ラウンジ）

京田辺校地　4月2日（金）、3日（土）、5日（月）、6日（火）9：00 ～16：00

　　　　　  （知真館3号館入口）

【問い合わせ先】

今出川校地学生支援課　　TEL：075- 251- 3281

京田辺校地学生支援課　　TEL：0774- 65- 7435

新島襄が1864年に脱国した地、北海道函館を5泊6日で訪れます。

【実施期間】8月16日（月）～21日（土）

【申し込み先】4月19日（月）～5月14日（金）に所定の申込書に必要事項を

　　　　　　記入の上、両校地いずれかの学生支援課へ提出してください。

【問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL:075- 251- 3270
※4月19日（月）に今出川校地で、20日（火）に京田辺校地で説明会を開催します。

これまで実施してきた「熊本キャンプ」に代えて、今回は特別プログラムと

して安中を訪れます。安中の新島家旧邸、安中教会など、同志社に縁のある

地を2泊3日で訪ねます。

【実施期間】9月8日（水）～10日（金）

【参加費用】2万円（往路交通費を含む）

【説明会】京田辺　5月7日（金）15：00 ～

　　　　　　　　キリスト教文化センター集会室（TC１－111）

　　　　今出川　5月21日（金）17：00 ～

　　　　　　　　キリスト教文化センターラウンジ（クラーク記念館1階）

【問い合わせ先】

今出川校地キリスト教文化センター　TEL：075- 251- 3320

京田辺校地キリスト教文化センター　TEL：0774- 65- 7370

同じキャンパスで学ぶ障がい学生（Challenged）のサポートスタッフを

募集しています。初めてでもできることはたくさんありますので、ぜひス

タッフに登録して、パソコン通訳・ノートテイク・ビデオ字幕付け・代筆・対

面朗読・車椅子介助などの活動にご協力下さい。詳しくは障がい学生支援

室HP（http://www.doshisha.ac.jp/students/support2/shogai/）

で随時お知らせしています。謝礼：880円（時間）

【申し込み・問い合わせ先】

京田辺校地学生支援課　障がい学生支援室　TEL: 0774- 65- 7411

今出川校地学生支援課　障がい学生支援室　TEL: 075- 251- 3273

各詳細は、学内掲示板や HP などでご確認ください。
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キャンパスに群生する筍と竹を使って、竹筒ご飯作りに挑戦します。2年

次生以上の参加も大歓迎です。

【日時】4月10日（土）13：30　リザーブ１（紫苑館西隣、恵喜館前広場）集合
※汚れてもよい服装でご参加ください。雨天中止、当日朝10時の時点で判断します。

【申し込み】食材確保のため、事前申し込みにご協力ください（当日参加も歓迎）。

【申し込み・問い合わせ先】

S-cube(京田辺校地学生支援課・嗣業館１F)　TEL：0774-65- 7021

同級生、上級生＆教職員スタッフとふれあう1泊2日。

【日　程】①4月17日（土）～18日（日）　②4月24日（土）～25日（日）

【定　員】各回100人（学部新入学生対象）　【参加費】5,700円

【場　所】同志社びわこリトリートセンター

【申込期間】①4月5日（月）～13日（火）②4月5日（月）～20日（火）※先着順

3月に郵送されている申込書に記入の上、両校地いずれかの学生支援課へ。

定員になり次第、受付を終了します。

【申し込み・問い合わせ先】

京田辺校地学生支援課　TEL：0774- 65-7021

今出川校地学生支援課　TEL：075- 251- 3270

元プロ野球選手で、現在はプロ野球解説者、タレントとして活躍中の金村

義明さんから熱いメッセージをいただきます。

【日時】5月13日（木）13:30 ～（予定）

【場所】京田辺校地ハローホール（多目的ホール）

【問い合わせ先】京田辺校地学生支援課   TEL：0774- 65-7410

今出川校地でも新入生歓迎特別講演会を開催予定です。

京田辺校地ハローホール（多目的ホール）では、コンサートや映画上映な

どの文化プログラムを行います。入場無料。

●4月28日（水）　オカリナコンサート「揺ーYURA ー」　12：30 ～

●5月18日（火）　映画上映「カールじいさんの空飛ぶ家」

　　　　　　　　①12:30 ～／②15:00 ～／③17:15 ～

【問い合わせ先】京田辺校地学生支援課　TEL：0774- 65- 7413

開講期間中の火曜日、今出川校地寒梅館のミニシアター・クローバーホール

（地階）では、映画史に残る名作を中心にさまざまなイベントを開催します。

4月20日から開始。入場無料。

【問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL：075- 251- 3270

新入生歓迎・筍堀り＆焚き火の会

新入学生対象　フレッシャーズキャンプ2010参加者募集！

新入生歓迎特別講演会 金村義明氏

クローバーシアター

＜cinema＞

●4月15日（木）　新作試写会（時間未定）　要入場整理券

●4月22日（木）　映画『育子からの手紙』監督：村橋明郎

　　　　　　　　10:30 ～／13:30 ～／16:00 ～／18:30 ～

●5月20日（木）　映画『未来の食卓』　監督：ジャン＝ポール・ジョー

　　　　　　　　15:50 ／19:10　レクチャーあり

●5月27日（木）　≪憲法月間　映画のつどい≫詳細未定

【問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL：075- 251- 3270

※内容は変更になる場合があります。上記以外の木曜日にもイベントを

開催予定です。

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の木曜日、今出川校地

寒梅館ハーディーホールで、映画上映を中心に多彩なイベントを開催し

ます。本学学生・教職員はすべて無料。

開催日時、開催場所、対戦校、料金などは変更になる場合があります。

【アメリカンフットボール部】

●5月4日（火）定期戦

　場所：アミノバイタルフィールド（東京都調布市）　対戦校：立教大学

●5月15日（土）or16日（日）　FLASH BOWL SERIES

　場所：エキスポフラッシュフィールドor王子スタジアム　

　対戦校：関西学院大学

【ボクシング部】

●5月9日（日）、16日（日）、23日（日）、30日（日）　13：00 ～

　第64回近畿学生ボクシングリーグ戦　場所：関西大学

　対戦校：未定　入場無料　

【準硬式野球部】

●4月1日（木）14：00 ～、2日（金）11：30 ～　

　関西六大学準硬式野球春季リーグ戦

　場所：豊中ローズ球場　対戦校：大阪大学　入場無料

【京田辺校地ハローホール】（ホール広場前含む）

●4月12日（月）　F.B.I「新歓上映会」

●4月13日（火）　F.B.I「新歓上映会」

●4月15日（木）　邦楽部「新歓コンサート」

●4月17日（土）　F.A.C「新歓ライブ」

●4月21日（水）　Hocus-Pocus「マジック＆ジャグリングショー」

●4月24日（土）　One Voices「新入生ライブ」

●5月8日（土）　  One Voices

　　　　　　　　「Summer Live 二次オーディションライブ」

●5月11日（火）　喜劇研究会「お笑いライブ」

●5月27日（木）　喜劇研究会「お笑いライブ」

●5月29日（土）　PENTA「5月ライブ」

【京田辺校地同志社ローム記念館】

●4月中　ART-SOZO  「4月展」

【今出川校地寒梅館ハーディーホール】

●4月7日（水）　同志社交響楽団「新入生歓迎コンサート」

【学外】

●5月29日（土）　マンドリンクラブ「第156回定期演奏会」

場所：長岡京記念文化会館

♭ふらっとプログラム

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s on Thursdays!”

♪観に行こう聴きに行こう♪ ―学生団体4月～5月の活動予定―

応援に行こう！～体育会試合日程

12：00 〜

12：00 〜

12：45 〜

11：00 〜

12：30 〜

（時間未定）

（時間未定）

13：30 〜

13：30 〜

12：00 〜

月～金 9:00 ～20:00、土9:00 ～17:00

17：30 〜入場無料

18：30 〜　500円
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金南 貴志さん
【工学研究科機械工学専攻
  博士課程（前期課程）2年次生】
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弁
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、発
明
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の
や
創
作
し
た
意
匠
、商

標
な
ど
が
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
か
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調
べ
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発
明
者
や
創
作
者
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代
わ
っ
て
特
許
庁
へ
の
出
願
手

続
を
行
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こ
と
が
主
な
業
務
で
す
。弁
理
士
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中
に
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企
業
の
知
的
財
産
部
に
所
属
し
、特
許
戦
略
や
研

究
開
発
に
関
し
て
法
律
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
の

人
も
い
ま
す
。

　
僕
は
弁
理
士
資
格
取
得
を
め
ざ
し
、毎
年
１
回
実

施
さ
れ
る
、短
答
式
の
１
次
、論
文
式
の
２
次
、口
述

式
の
３
次
の
国
家
試
験
に
挑
み
ま
し
た
。２
０
０
８

年
に
初
め
て
受
験
し
、１
次
試
験
は
合
格
し
ま
し
た

が
、２
次
は
残
念
な
が
ら
不
合
格
。１
次
を
通
過
す
る

と
そ
の
後
２
年
間
は
免
除
さ
れ
る
の
で
、２
度
目
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
２
、３
次
の
対
策
に
集
中
し
て
勉

強
し
、２
０
０
９
年
秋
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。学
生
で
こ
の
資
格
試
験
を
受
験
す
る
人
は
あ

ま
り
多
く
な
く
、社
会
人
で
企
業
の
知
財
部
門
な
ど

を
希
望
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
大
学
院
で
は
機
械
工
学
を
専
攻
し
、材
料
系
、特

に
新
し
い
発
泡
樹
脂
材
料
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
材
料
が
実
用
化
さ
れ
る
と
、自

動
車
の
フ
ロ
ア
パ
ネ
ル
な
ど
に
使
っ
て
軽
量
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。弁
理
士
資
格
の
勉
強
に
直
接

つ
な
が
る
研
究
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、せ
っ
か
く
弁

理
士
の
資
格
を
得
た
の
で
、研
究
成
果
を
自
分
で
特

許
出
願
し
て
み
よ
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と
考
え
て
い
ま
す
。

　
僕
が
弁
理
士
を
め
ざ
し
た
の
は
、理
工
系
で
い
な

が
ら
法
律
の
勉
強
が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
、専
門
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
と
き
に
弁

理
士
と
い
う
職
業
が
あ
る
の
を
知
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。知
名
度
が
低
い
の
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、難
易
度
は
公
認
会
計
士
と
同
じ
く
ら

い
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。本
格
的
に
勉
強
し
な
い

と
合
格
は
難
し
い
の
で
、学
部
４
年
次
の
頃
か
ら
専

門
学
校
へ
通
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
大
学
院
へ
の
進
学
は
学
部
１
年
の
と
き
か
ら
決

め
て
い
た
の
で
す
が
、研
究
を
続
け
た
い
と
い
う
希

望
に
加
え
、弁
理
士
の
勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境
も

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。た
だ
、研
究
と
資
格
試

験
勉
強
を
両
立
す
る
の
は
大
変
で
、も
し
１
次
試
験

が
免
除
さ
れ
る
今
年
の
受
験
で
駄
目
だ
っ
た
ら
あ

き
ら
め
る
つ
も
り
で
し
た
。就
職
し
て
か
ら
勉
強
を

続
け
合
格
す
る
の
は
難
し
い
と
わ
か
っ
て
い
た
の

で
、何
と
か
在
学
中
に
、と
思
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

先
生
方
や
家
族
を
は
じ
め
周
り
の
協
力
が
あ
り
、集

中
し
て
勉
強
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し

ま
す
。弁
理
士
の
資
格
を
生
か
す
に
は
、企
業
の
知

財
部
が
い
い
の
か
、そ
れ
と
も
特
許
事
務
所
に
所
属

す
る
の
が
い
い
の
か
、今
の
段
階
で
は
ま
だ
わ
か
り

ま
せ
ん
。ま
ず
は
働
き
な
が
ら
方
向
性
を
考
え
、最

終
的
に
は
日
本
の
知
財
戦
略
の
向
上
に
貢
献
で
き

れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す
。

難
関
の
弁
理
士
試
験
に
現
役
合
格
！

   

〜
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く
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に
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し
た
い
〜

挑 戦 す る 人




